
防コミの歩き方

 神戸市消防協会では、東日本大震災の
被災地消防団を支援するため、会員から募
金を集めて岩手・宮城・福島の3県の消防
協会へお見舞金をお届けすることを4月の代
議員会で決定しました。
そして、7月5日、6日の両日、祢木会長

（北消防団長）、伊藤副会長（灘消防団
長）、北井副会長（西消防団長）が激励視
察のため、被災地消防団を訪ねました。
一行は、伊丹空港から仙台空港へ、その
後バスでJR名取駅へ移動、被災地の状況
視察のため、名取市消防本部へ向かいまし
た。
大震災以降、復旧・復興に奔走している
中、今野新一消防長自らが、甚大な被害を
受けた同市の閖上地区を案内してくださいま
した。名取市では消防職員3人、消防団員
14人が亡くなり、いまだ1人が行方不明とい
うことです。避難誘導等の活動中に大津波
に飲み込まれたものと思われます。

今野消防長から、「宮城ではあまり言わな
いが、岩手では『津波てんでこ』という言葉
がある」とお聞きしました。『津波てんでこ』と
は、「津波の時だけは『てんでばらばら』、親
子といえども人を頼りにせず、走れる子どもは
一目散に高台に逃げ、一家全滅し、共倒れ
になることを防げ」という意味だそうです。
名取市の視察の後、仙台市の財団法人
宮城県消防協会を、翌日6日には、2班に
分かれて、盛岡市の財団法人岩手県消防
協会と福島市の財団法人福島県消防協会
を訪ね、お見舞金をお届けしました。

（消防団係　高濱正孝）
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●「中央防災福祉フェア」とは？
「中央防災福祉フェア」は、中央消防署
管内の防災福祉コミュニティが一堂に会する
防災イベントです。関係者の皆さんの熱意
で、平成14年度から途切れることなく実施し
ています。
開始した当時は、防コミ活動に慣れてい

ない地域もあり、活動メニューの消化にも苦
慮しているというのが実情でした。そこで、
代表者の皆さんと議論を重ねた結果、活動
メニューの提示と活動の活性化を目的とし、
主催は、各防コミ持ち回りの実行委員会形
式（事務局は消防署）としました。内容は、
各防コミ対抗の競技会を中心として、消防
自動車展示、消防音楽隊演奏などのアトラ
クションも実施し、子供たちも楽しめる内容を
盛り込みました。
●このままじゃいけない！
その後、盛況におこなわれていましたが、

タイムレースの要素が濃く、当日若手を揃え
ることができた防コミが上位に入賞する状態
が続き、各地域も防コミ活動に慣れていくな
か、実施の意義を見失い、盛り上がりを欠く
ようになりました。
「このままじゃいけない!」という声があがり、
平成19年度の防コミ会議で、一から見直そ

うとの提案がなされ、多数の貴重な意見を踏
まえた熟考の結果、競技会は正確な知識と
技術を中心に採点すること、事前に想定を
提示し、訓練を重ねてきた防コミが上位とな
れる内容に改めること、場所は小学校をお
借りし、全天候型で実施すること等を決定
し、平成20年度からは、内容を新たにおこ
なっています。
●児童の参加
平成23年度は、6月26日（日）10時から
HAT神戸の「なぎさ小学校」で開催しました。
東日本大震災でお亡くなりになられた方々の
ご冥福をお祈りして黙祷を捧げた後、競技を
開始。今年も落ち着いて正確な技術と知識
を披露できた防コミが優勝しました。また、防
コミ競技会終了後、消防職員・消防団員指
導による「児童と保護者の競技内容体験会」
をおこない、皆さんの笑顔で無事フェアを終
えることができました。
参加に際し、事前訓練を消防団員とおこな

うことで、「普段から顔の見える消防団」との
絆が深まったとの嬉しい言葉をいただく反面、
工夫の余地があるとの批判もあります。意見
を真摯に受け止め、防コミ各位と見直しをお
こない、前進していきたいと考えています。

（中央消防署　芝　正人）
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